
 

平成 19 年 7 月 13 日 

平成１9年８月期 第３四半期財務・業績の概況（連結） 

 

会 社 名 株式会社雑貨屋ブルドッグ            （JASDAQ・コード番号：3331） 

（ＵＲＬ http://www.z-bulldog.com/） 

問合せ先  代表者役職・氏名 代表取締役 久留米 唯 人 

      責任者役職・氏名 取 締 役 岩 藤 洋 一     ＴＥＬ（053）585－9001 

 

１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無            ：有 

（内容）税金費用の計算などについては、一部簡便的な方法を採用しております。 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無          ：無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無                ：無 

 

２．平成 19 年８月期第３四半期財務・業績の概況（平成 18 年９月１日～平成 19 年５月 31 日） 

(１) 経営成績（連結）の進捗状況                     （単位：百万円未満切捨て） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益

 

19 年８月期第３四半期 

18 年８月期第３四半期 

百万円  ％

21,915（ 9.1）

20,093（18.2）

百万円  ％

1,751（△25.2）

2,342 （51.1）

百万円  ％ 

1,918（△21.9） 

2,458 （69.0） 

百万円  ％

969（△20.3）

1,216 （48.4）

（参考）18 年８月期 26,928       2,541        2,818      1,468          

 

 １株当たり四半期（当

期）純利益 

潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）

純利益 

 

19 年８月期第３四半期 

18 年８月期第３四半期 

    円  銭

96  57 

 257  46 

   円  銭

－    

－ 

（参考）18 年８月期 155    35 － 

(注)１．平成 18 年７月１日付で、株式１株につき２株の株式分割を行っております。 

２．平成 18 年 11 月 14 日に実施した公募による新株式の発行により、800,000 株、また、平成 18 年 12 月 12 日をもっ

て実施した第三者割当による新株式の発行により、5,900 株、発行済株式総数がそれぞれ増加しております。  

 

［経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等］ 

 当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、引き続く企業収益の改善を背景とした、雇用環境の改善や

設備投資の増加など、景気は緩やかに拡大しているものの、個人消費は依然厳しい状態が続いております。 

 このような環境下、新規出店におきましては、通期計画 50 店舗に対し、当第３四半期までに 50 店舗を出店し、

当第３四半期末の店舗数は 331 店舗となりました。 

 当期におきましては、中間期までに 31 期出店目標でありました 50 店舗出店に目処をつけ、当社の上場以来の

念願でありました 300 店舗体制の確立を図ることができました。下期より、当社の従来からの課題でありました

既存店売上高の回復と在庫回転率の向上に本格的に着手いたしました。既存店売上高を回復させるためには、従

来取組んでまいりました「販売促進策の見直し」や「売場メンテナンスレベルの向上」等の取組みでは不十分で

あると自覚しておりましたので、第３四半期からは抜本的な改革を推進しております。 
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 商品面につきましては、チラシ訴求商品に代表されるような、従来売上に貢献していた商品であっても、ショ

ップコンセプトに合わない商品については品揃えをカットしていき、元来のブルドッグらしい商品（“可愛い”

“お洒落”“面白い”）との入替えを行っていくことで中長期的に独創性が発揮できる本来の姿へと転換していく

ための改革を推進しております。 

 この改革を推進していくことで、品揃えの独自性を確立し、業態としての競争力を高めることが可能になり、

結果として、既存店売上高及び営業利益の向上に結びつくものと考えております。 

このような取組みは、短期的には仕入高の減少による売上高の下落を伴う結果となりましたが、中長期的な競

争力と業態としての魅力度を高めるためには、やむをえないと判断し改革を断行しております。この改革を断行

していくことで、必ずや既存店売上高の回復と、在庫回転率の改善に結びつくものと考えております。 

 さて、上場以来の念願でありました 300店舗体制を実現した当社にとって、今、最も重要なことは、18歳～
22歳の女性にパーソナルギフトとして選んで頂ける品揃えの改善に加え、お客さまにとって“見やすく”“選び
やすく”“買いやすい”売り方への変更や、小売業で最も大切な“接客力の向上”に取組んでいくことでありま

す。既にそのような取組みをスタートいたしました。その結果、モデル店舗として設定した店舗では、改革を実

行する前と比較して、15～20％程度売上高を伸ばす店舗も現れてまいりました。このような成功事例を各店に
波及させるべく、現在、全社を挙げて取組みを進めておりますが、改革はまだ緒についたばかりであり、現状、

全社数字を押し上げるまでに至っておりません。 

 以上のような結果、当第３四半期までの連結売上高は 21,915 百万円となり、連結経常利益は 1,918 百万円、

四半期純利益につきましては 969 百万円となりました。 

 

(２) 財政状態（連結）の変動状況                      （単位：百万円未満切捨て） 

 総 資 産 純 資 産 自 己 資 本 比 率 １株当たり純資産

 

19 年８月期第３四半期 

18 年８月期第３四半期 

百万円

23,669 

20,989 

百万円

13,989   

11,013   

 ％ 

59.1 

52.5 

円  銭

1,363    66  

2,330  19 

（参考）18 年８月期 22,217 11,264   50.7 1,191    66 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

 平成 18 年 11 月 14 日に実施した公募による新株式の発行により、800,000 株、また、平成 18 年 12 月 12 日を

もって実施した第三者割当による新株式の発行により、5,900 株、発行済株式総数がそれぞれ増加しております。

これにより前期末と比較して、資本金の額が 938 百万円、資本準備金の額が 937 百万円それぞれ増加しておりま

す。 

 以上の主因により、総資産は前期末と比較して 1,452 百万円増加し、23,669 百万円となり、純資産は 2,724

百万円増加し、13,989 百万円となりました。 

 なお、当第３四半期においては、連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりません。 

 

(３) 平成 19 年８月期の連結業績予想（平成 18 年９月１日～平成 19 年８月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
 

通  期 
百万円 

        27,987 
百万円

        1,900 
百万円

         918 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 90円93銭  

 

[業績予想(連結)に関する定性的情報等] 

 平成 19 年８月期の通期業績予想につきましては、本日発表いたしました「平成 19 年８月期の通期（連結・単

独）業績予想の修正に関するお知らせ」のとおりであり、第３四半期のトレンドをふまえて、通期業績予想を下

方修正いたしました。 

 従いまして、通期の業績予想につきましては、連結売上高 27,987 百万円、連結経常利益 1,900 百万円、連結
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当期純利益 918 百万円の見込みとなります。 

※ 上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性

が含まれています。そのため、様々な要因の変化により実際の業績は予想数値と異なる可能性があります。 

 

○ 添付資料 

   要約四半期連結貸借対照表・要約四半期連結損益計算書 

   （参考）要約四半期個別貸借対照表・要約四半期個別損益計算書 
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1. 要約四半期連結貸借対照表 

                          （単位：百万円） 

当四半期 

（平成 19 年 8 月期

第 3四半期末） 

前四半期 

（平成 18 年 8 月期

第 3四半期末） 

増  減 
（参考） 

平成 18 年 8月期 科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

（資産の部） 

Ⅰ流動資産 

現金及び預金 

受取手形及び売掛金 

たな卸資産 

その他の流動資産 

流動資産合計 

 

 

2,415 

145 

10,951 

609 

14,121 

1,963

101

10,157

603

12,825

452

43

794

5

1,296

％ 

 

23.1 

43.0 

7.8 

1.0 

10.1 

 

3,353

121

9,361

631

13,468

Ⅱ固定資産 

有形固定資産 

無形固定資産 

投資その他の資産 

固定資産合計 

 

6,202 

125 

3,208 

9,536 

5,377

156

2,630

8,164

824

△30

578

1,372

 

15.3 

△19.6 

22.0 

16.8 

5,808

139

2,800

8,748

Ⅲ繰延資産 11 － 11 － －

資産合計 23,669 20,989 2,680 12.8 22,217

（負債の部） 

Ⅰ流動負債 

支払手形及び買掛金 

短期借入金 

未払法人税等 

その他の流動負債 

流動負債合計 

 

 

1,694 

3,854 

339 

943 

6,831 

1,837

2,607

819

951

6,215

△142

1,247

△479

△8

616

 

 

△7.8 

47.8 

△58.5 

△0.8 

9.9 

1,400

3,807

942

1,213

7,364

Ⅱ固定負債 

長期借入金 

その他の固定負債 

固定負債合計 

 

2,672 

175 

2,848 

3,652

108

3,760

△979

67

△912

 

△26.8 

61.9 

△24.3 

3,420

167

3,588

負債合計 9,680 9,976 △295 △3.0 10,952

（純資産の部） 

Ⅰ株主資本 

株主資本合計 

Ⅱ評価・換算差額等 

評価・換算差額等合

計 

 

 

13,987 

 

1 

11,010

2

2,977

△１

 

 

27.0 

 

△47.9 

11,262

2

純資産合計 13,989 11,013 2,976 27.0 11,264

負債純資産合計 23,669 20,989 2,680 12.8 22,217
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2. 要約四半期連結損益計算書 
（単位：百万円） 

当四半期 

（平成 19 年 8 月期

第 3四半期） 

前四半期 

（平成 18 年 8 月期

第 3四半期） 

増  減 
（参考） 

平成 18 年 8月期 科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

Ⅰ売上高 21,915 20,093 1,821 9.1 26,928

Ⅱ売上原価 

 売上総利益 

10,669 

11,245 

9,732

10,360

936

884

9.6 

8.5 

13,131

13,796

Ⅲ販売費及び一般管 

 理費 
9,494 8,018 1,475 18.4 11,255

営業利益 1,751 2,342 △590 △25.2 2,541

Ⅳ営業外収益 258 179 78 43.8 378

Ⅴ営業外費用 91 63 27 42.9 101

 経常利益 1,918 2,458 △539 △21.9 2,818

Ⅵ特別利益 2 0 2 1,497.6 22

Ⅶ特別損失 26 104 △78 △74.9 108

 税金等調整前四半

期(当期)純利益 
1,894 2,353 △458 △19.5 2,732

 税金費用 925 1,136 △211 △18.6 1,263

 四半期(当期)純利

益 
969 1,216 △247 △20.3 1,468

(注) 前第３四半期は年間予測税率として前々連結会計年度の税負担率をベースとして算出いたしており

ます。当第３四半期は年間予測税率として前連結会計年度の税負担率をベースとして算出いたしてお

ります。 
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（参考 1）要約四半期個別貸借対照表 

（単位：百万円） 

当四半期 

（平成 19 年 8 月期

第 3四半期末） 

前四半期 

（平成 18 年 8 月期

第 3四半期末） 

増  減 
（参考） 

平成 18 年 8月期 科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

（資産の部） 

Ⅰ流動資産 

現金及び預金 

売掛金 

たな卸資産 

その他の流動資産 

流動資産合計 

 

 

1,877 

65 

10,833 

459 

13,235 

1,123

27

10,265

405

11,822

753

38

568

53

1,412

 

 

67.0 

138.0 

5.5 

13.1 

12.0 

2,553

36

9,346

511

12,447

Ⅱ固定資産 

有形固定資産 

無形固定資産 

投資その他の資産 

固定資産合計 

 

5,299 

97 

2,963 

8,359 

4,470

114

2,683

7,268

828

△17

279

1,091

 

18.5 

△15.4 

10.4 

15.0 

4,908

103

2,706

7,718

Ⅲ繰延資産 11 － 11 － －

資産合計 21,606 19,091 2,515 13.2 20,166

（負債の部） 

Ⅰ流動負債 

支払手形 

買掛金 

短期借入金 

未払法人税等 

その他の流動負債 

流動負債合計 

 

 

404 

1,206 

3,664 

194 

902 

6,372 

409

1,365

2,455

667

874

5,772

△4

△159

1,209

△472

27

600

 

 

△1.1 

△11.7 

49.2 

△70.8 

3.1 

10.4 

259

1,083

3,598

738

1,161

6,841

Ⅱ固定負債 

長期借入金 

その他の固定負債 

固定負債合計 

 

2,272 

139 

2,412 

3,010

75

3,086

△738

64

△674

 

△24.5 

84.9 

△21.8 

2,887

131

3,018

負債合計 8,785 8,858 △73 △0.8 9,860

（純資産の部） 

Ⅰ株主資本 

 株主資本合計 

Ⅱ評価・換算差額等 

評価・換算差額等合

計 

 

 

12,821 

 

0 

10,232

0

2,588

△0

 

 

25.3 

 

△32.5 

10,305

0

純資産合計 12,821 10,232 2,588 25.3 10,306

負債純資産合計 21,606 19,091 2,515 13.2 20,166
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（参考 2）要約四半期個別損益計算書  

（単位：百万円） 

当四半期 

（平成19年8月期第

3四半期） 

前四半期 

（平成 18 年 8 月期

第 3四半期） 

増  減 
（参考） 

平成 18 年 8月期 科目 

金額 金額 金額 増減率 金額 

Ⅰ売上高 21,350 19,531 1,819 9.3 26,206

Ⅱ売上原価 

 売上総利益 

10,677 

10,672 

9,808

9,722

869

950

8.9 

9.8 

13,270

12,936

Ⅲ販売費及び一般 

 管理費 
9,076 7,602 1,474 19.4 10,740

営業利益 1,596 2,119 △523 △24.7 2,195

Ⅳ営業外収益 45 86 △41 △47.9 118

Ⅴ営業外費用 81 48 32 65.8 81

 経常利益 1,560 2,157 △597 △27.7 2,232

Ⅵ特別利益 2 0 2 1381.1 22

Ⅶ特別損失 26 68 △42 △62.1 68

 税引前四半期 

 (当期)純利益 
1,536 2,089 △553 △26.5 2,186

 税金費用 778 1,073 △294 △27.5 1,097

 四半期(当期)純 

 利益 
757 1,016 △258 △25.4 1,089
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